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問48 Check □ □ □ オリジナル問題 解説・解答 P.032 

 

   次のプログラム中の  a  と  b  に入れる正しい答えの組合せを，解答群の中から選べ。 

 

   キー（正の整数）とそのキーに対応する値（正の整数）を，2 分探索木の考え方で管理するプロ

グラムである。2 分探索木の例を，図 1 に示す。 
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図 1 2 分探索木の例 

 

   関数 insert は，2 分探索木の各ノードとは異なるキーをもつノード（同じキーをもつノードが存

在しないことは検査済み）を，2 分探索木に挿入する。2 分探索木の各ノードは，クラス TreeNode

を用いて表現する。クラス TreeNode の説明を，図 2 に示す。TreeNode 型の変数は，クラス

TreeNode のインスタンスの参照を格納するものとする。大域変数 root は，2 分探索木の根のノード

の参照を格納する。2 分探索木にノードが一つも存在しないとき，root は未定義である。 

 

メンバ変数 型 説明 

key 整数型 ノードのキー。 

val 整数型 ノードの値。 

left TreeNode 
左の子ノードのインスタンスの参照。左の子ノード

が存在しない場合は未定義である。 

right TreeNode 
右の子ノードのインスタンスの参照。右の子ノード

が存在しない場合は未定義である。 

 

コンストラクタ 説明 

TreeNode(整数型: qKey, 

     整数型: qVal) 

引数 qKey でメンバ変数 key を，引数 qVal でメンバ

変数 val を初期化する。 

図 2 クラス TreeNode の説明 

 

  

1.2 データ構造及びアルゴリズム 
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   関数 insert は，挿入開始ノードのインスタンスの参照 p，挿入ノードのキー qKey，挿入ノード

の値 qVal を引数として受け取る。関数 insert は，再帰呼出しによって，指定されたキーのノード

の適切な挿入位置を決め，新たにノードを生成した場合は生成したノードのインスタンスの参照，

生成しなかった場合は引数で渡された参照を返す。 

   手続 main は，引数で与えられたキー qKey，値 qValのノードを 2 分探索木に挿入するために，こ

の関数 insert を呼び出している。 

 

 〔プログラム〕 

    大域: TreeNode: root 

 

    〇main(整数型: qKey, 整数型: qVal) 

     insert(root, qKey, qVal) 

 

    〇TreeNode: insert(TreeNode: p, 整数型: qKey, 整数型: qVal) 

     if (p が 未定義) 

      p ← TreeNode(qKey, qVal) 

     else 

      if (qKey が p.key より小さい) 

       p.left ←      a      

      else 

       p.right ←      b      

      endif 

     endif 

     return p 

 

  解答群 

 a b 

ア insert(p.left, qKey, qVal) insert(p.left, qKey, qVal) 

イ insert(p.left, qKey, qVal) insert(p.right, qKey, qVal) 

ウ insert(p.right, qKey, qVal) insert(p.left, qKey, qVal) 

エ insert(p.right, qKey, qVal) insert(p.right, qKey, qVal) 
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問49 Check □ □ □ オリジナル問題 解説・解答 P.033 

 

   次のプログラム中の  a  ～  c  に入れる正しい答えの組合せを，解答群の中から選べ。こ

こで，配列の要素番号は 1 から始まる。 

 

   2 分木の巡回法の一つである幅優先探索では，根から順に，同一レベルの左から右にノードの値

を取り出す。幅優先探索の例を，図 1 に示す。図 1 中のノードの数字は，値を取り出す順番を表し

ている。 
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図 1 幅優先探索の例 

 

   手続 breadthFirstSearch は，引数で指定されたノードを根とする木構造から，幅優先探索でノー

ドの値を取り出して出力する。 

   ここで，木構造の各ノードは，クラス Node を用いて表現する。クラス Node の説明を，図 2 に示

す。Node 型の変数は，クラス Node のインスタンスへの参照を格納するものとする。 

 

メンバ変数 型 説明 

data 整数型 ノードの値。 

left Node 
左の子ノードの参照。左の子ノードが存在しない場合

は未定義である。 

right Node 
右の子ノードの参照。右の子ノードが存在しない場合

は未定義である。 

図 2 クラス Node の説明 

 

   また，手続 breadthFirstSearch では，作業用として配列 queue，ヘッドポインタ head，及びテー

ルポインタ tail で構成されるキューを利用する。なお，配列 queue は，処理に十分な大きさがある

ものとする。 

 

  

1.2 データ構造及びアルゴリズム 
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 〔プログラム〕 

    〇breadthFirstSearch(Node: root) 

     Nodeの配列: queue 

     Node: node 

     整数型: head, tail 

     queue[1] ← root 

     head ← 1 

     tail ← 1 

     while (      a      ) 

      node ← queue[head] 

      head ← head ＋ 1 

      node.data を出力する 

      if (    b    が 未定義でない) 

       tail ← tail ＋ 1 

       queue[tail] ←    b    

      endif 

      if (    c    が 未定義でない) 

       tail ← tail ＋ 1 

       queue[tail] ←    c    

      endif 

     endwhile 

 

  解答群 

 a b c 

ア head が tail 以下 node.left node.right 

イ head が tail 以下 node.right node.left 

ウ head が tail より小さい node.left node.right 

エ head が tail より小さい node.right node.left 

オ node が 未定義でない node.left node.right 

カ node が 未定義でない node.right node.left 
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